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第 1 章  理念・目的  

〈１〉現状説明  

①  大学の理念・目的を適切に設定しているか。また、それを踏まえ、学部・研究科

の目的を適切に設定しているか。  
評価の視点  

 学部においては、学部、学科又は課程ごとに、研究科においては、研究科又は専

攻ごとに設定する人材育成その他の教育研究上の目的の設定とその内容 

 大学の理念・目的と学部・研究科の目的の連関性 

 芝浦工業大学は、1927 年の創立以来、「社会に学び社会に貢献する実践的技術者

の育成」という建学の理念のもと、工業立国を支える技術者を養成する実学教育を実

践し、「堅実に仕事のできる優れた技術者」を育成し社会に送り出してきた。さらに

近年の経済社会のグローバル化に対応し、建学の理念を敷衍した「世界に学び、世界

に  貢献するグローバル理工系人材の育成」をあらたな教育目標として  21 世紀の工

学教育を推し進めている。  

この大学の理念・目的を受け、システム理工学部は、専門分野の枠を越えた現代社

会の問題を解決するため、未来への確かな展望のもと、解析主導の工学とは異なる、

新たな視点学部としている。 システム理工学部は、学問体系を横断し関連づけるシス

テム工学の手法により、総合的解決策を追及する「システム思考」、目的達成の機能

を作る「システム手法」、問題解決の人・知識・技術を統合する「システムマネジメ

ント」を軸に教育研究を行い、新しい時代の要請に応え、地域と人類社会の発展に寄

与する有能な人材の育成をめざしている。  

機械制御システム学科では、大学の理念・目的、システム理工学部の理念・目的を

踏まえ、以下の二点をもって、社会の持続的発展を担うことができる技術者人材の育

成を目標とする (1-1-1)。  

1.多数の要素から構成され、複雑な動作を伴う機械システムを開発するための、機

械工学の基礎を習得していること。  

2.上記の基礎を、もの・人・環境を総合した新たな価値を生み出す「ものづくり」に

応用する能力をもつこと。  

また、2017 年度からグローバル理工系人材の育成のため、国際コースを設置開講し

た (1-1-2) (1-1-3) (1-1-4)。  
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②  大学の理念・目的及び学部・研究科の目的を学則又はこれに準ずる規則等に適切

に明示し、教職員及び学生に周知し、社会に対して公表しているか。  
評価の視点  

 学部においては、学部、学科又は課程ごとに、研究科においては、研究科又は専

攻ごとに設定する人材育成その他の教育研究上の目的の適切な明示 

 教職員、学生、社会に対する刊行物、ウェブサイト等による大学の理念・目的、

学部・研究科の目的等の周知及び公表 

機械制御システム学科の理念・目的は、大学構成員に対しては大学  WEB サイト (1-

1-1)により周知、また、社会に対しても  大学  WEB サイト (1-1-1)にて公表している。  

 

③  大学の理念・目的、各学部･研究科における目的等を実現していくため、大学と

して将来を見据えた中・長期の計画その他の諸施策を設定しているか。  
評価の視点  

 将来を見据えた中・長期の計画その他の諸施策の設定 

国際化に対応するため、２０１７年度から国際コースを設置し、次年度以降のコー

ス拡充を図っている。  

 

〈２〉長所・特色  

①  機械制御システム学科は、社会の持続的発展を担うことができる技術者人材の育成

を目標とし、機械工学の基礎習得と、新たな価値を生み出す「ものづくり」に応用す

る能力開発を理念・目的としている。また、2017 年度からグローバル理工系人材の

育成のため、国際コースを設置開講した。このコースは、在学中 1 セメスター以上

の留学中に現地で 9 単位以上の単位認定を受けること、留学先および本学で英語開

講された科目を合わせて 32 単位以上の単位認定を受けていること、さらに総合研究

を英語でまとめて口頭発表すること、が修了の条件となっている。昨年度度の当学

科には４名の入学があったが、本年度は５名がそれぞれ入学した。昨年度入学者ら

にあ３年次の留学に向けて既に個別に順次留学先および現地履修科目の指導を始め

ている。ただし、欧米圏の留学先大学では依然として要求される TOEIC スコアが高

い状況のため、英語力によっては東南アジア圏への留学を勧めている。現実的は東

南アジアやアフリカ圏の人々と仕事をすることが増えるため、後者の方が将来に向

けた価値は大きいと考えられる。なお、国際コースは２０２０年度よりシステム理
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工学部全学科で展開されるためさ、担当教員で情報交換の機会を設け、学生指導を

進めている。同時に、留学先大学の開拓も継続して行っており、現時点では１０を

超える留学先が決まっている。ただし、ヨーロッパ圏の大学では学部課程における

英語講義科目はほとんど準備されておらず、学部での研究留学あるいは修士での科

目履修・研究留学は可能な場合が多い一方、台湾では学部・修士課程で幅広く英語

科目が開講されており、今後は開拓を拡大する意味は大きい。  

②  機械制御システム学科の理念・目的は、大学  WEB サイトにより公表している。  

③  国際化に対応するため、2017 年度から国際コースを設置し次年度以降のコース拡充

を図っている。また、国際部から受入依頼のあった短期留学生についても積極的に

受け入れを行い、日本人学生に対してグローバル化を肌で感じてもらう機会を増や

している。  

 

〈３〉問題点  

①基本理念・目的はそう変えていくべきものではないが、社会の要請、高校の教育課

程の変化等を見極めて、理念・目的がこれらに適合しているか継続的に検証し、 必要

とあれば修正を加えていく。  

②Web サイト以外での公表は、今後検討する。  

③全般的な中長期諸施策は、今後検討の必要がある。特に、国際コース設担当教員の

みに負荷が集中しないようにするための施策について議論する必要がある。現時点で

は英語開講されている実験科目に参画可能な先生に協力頂いているが、将来的には現

在のコース運営担当教員の交代が可能な体制とすべきである。 

 

〈４〉全体のまとめ  

機械制御システム学科は、社会の持続的発展を担うことができる技術者人材の育成

を目標とし、機械工学の基礎習得と、新たな価値を生み出す「ものづくり」に応用す

る能力開発を理念・目的としている。また、2017 年度からグローバル理工系人材の育

成のため、国際コースを設置開講した。基本理念・目的はそう変えていくべきもので

はないが、社会の要請、高校の教育課程の変化等を見極めて、理念・目的がこれらに

適合しているか継続的に検証し、必要とあれば修正を加えていく。  
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〈５〉根拠資料一覧  

 (1-1-1)http://www.shibaura-

it.ac.jp/faculty/systems_engineering_and_science/machinery_and_control_syst

ems/index.html 

 (1-1-2)http://www.shibaura-

it.ac.jp/faculty/systems_engineering_and_science/global_course/index.html 

 (1-1-3)https://drive.google.com/a/ftcs.se.shibaura-

it.ac.jp/file/d/0B45EeOsLZusraUdNdElNNUdtZzA/view?usp=sharing 

 (1-1-4)https://drive.google.com/a/ftcs.se.shibaura-

it.ac.jp/file/d/0B45EeOsLZusreGphVGZELS1OczQ/view?usp=sharing 
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第 4 章  教育内容・方法・成果  

〈１〉現状説明  

①  授与する学位ごとに、学位授与方針を定め、公表しているか。  
評価の視点  

 課程修了にあたって、学生が修得することが求められる知識、技能、態度等、当

該学位にふさわしい学習成果を明示した学位授与方針の適切な設定及び公表 

機械制御システム学科では、2014 年度に教育目標の点検・見直しを実施し、学内外に向

けて教育目標がより明確に伝わるような表現に改めた。この教育目標は大学ならびに学科

のウェブサイトで明示している (4-1-1)。  

【機械制御システム学科の教育目標】  

機械制御システム学科では、以下の二点をもって、社会の持続的発展を担うことができる

技術者人材の育成を目標とする  

(1) 多数の要素から構成され、複雑な動作を伴う機械システムを開発するための、機械工

学の基礎を習得していること。  

(2) 上記の基礎を、もの・人・環境を総合した新たな価値を生み出す「ものづくり」に応用

する能力をもつこと。  

「最終目標に確実にたどり着くカリキュラム」と題して学科パンフレット (4-1-2)とホーム

ページ (4-1-3)に教育課程の編成・実施方針を明示している．本学科がカバーする専門領域

である「システムダイナミクス」「システムデザイン」「エネルギー・環境」の３領域に分

けて履修モデル（修得することが望ましい科目のリスト）を作成し，学科パンフレットと

ウェブサイトで紹介している。   

教育目標を達成するためのカリキュラムを構築しており，開講されている講義科目と総合

研究の履修が学位授与の条件である．入学時に配布される「学修の手引き」に「卒業の要

件」として必要な単位数が示されている (4-1-4)．  

また、ディプロマポリシー (4-1-5)として、４項目の卒業要件を設定している。そのうちの

２項目では、システム理工学部の共通科目および総合科目の学びを通じて「システム思考」、

「システム工学の理論と手法」を修得することが必要であることを示している。これらに

加えて専門科目の知識の修得と総合研究の取り組みを通じ、身につけた知識を活用する能

力を修得する必要があることを示している。さらに、技術者倫理観を涵養し、システム工

学の素養を身につけた技術者として社会に貢献しうる能力を身につけることを卒業に必要

な要件としている．  
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卒業要件である専門科目 62 単位の修得に対して 36 単位は必修科目となっており，必修科

目の割合が高い．機械系の基礎的素養として修得しておくべき科目を必修科目に設定する

ことにより教育目標を達成させる狙いがある．修得すべき学習成果については、各科目の

シラバス (4-1-6)に記載されている。  

 

②  授与する学位ごとに、教育課程の編成・実施方針を定め、公表しているか。  
評価の視点  

 下記内容を備えた教育課程の編成・実施方針の設定及び公表 

・教育課程の体系、教育内容 

・教育課程を構成する授業科目区分、授業形態等 

 教育課程の編成・実施方針と学位授与方針との適切な連関性 

機械力学、材料力学、流体力学、熱力学を主軸として実験、実習、設計、製図等の科目

を配置した専門教育のカリキュラムを構成している。機械工学の基礎を確実に修得させる

という教育目標と整合した教育課程を編成している。科目区分、必修・選択の別、単位数

はシラバスに (4-2-1)明示されている。  

他の機械系学科のカリキュラムとの顕著な違いとしては，制御工学 I・ II を必修科目と

している点を挙げることができる．多数の要素を組み合わせた機械システムを対象とする

場合に必須の専門知識であり，これらを必修科目とすることが専門教育の方向性を明確な

ものにしていると言える．また，工業デザインに関する科目を用意している点は特徴的で

ある．ものづくりにおいて，単に機能の向上のみを目標とせず，もの・人・環境を総合し

た新たな価値を生み出すという教育目標の達成のための一つのアイデアである．  

また、学位授与方針はディプロマポリシー (4-2-1)としてウェブサイトで公表されており、

学科の教員および学生、さらにはそれ以外の者がいつでも閲覧できる状況にある。  

 

③  教育課程の編成・実施方針に基づき、各学位課程にふさわしい授業科目を開設し、

教育課程を体系的に編成しているか。  
評価の視点  

 各学部・研究科において適切に教育課程を編成するための措置 

・教育課程の編成・実施方針と教育課程の整合性 

・教育課程の編成にあたっての順次性及び体系性への配慮 

・単位制度の趣旨に沿った単位の設定 

・個々の授業科目の内容及び方法 
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・授業科目の位置づけ（必修、選択等） 

・各学位課程にふさわしい教育内容の設定 

＜学士課程＞初年次教育、高大接続への配慮、教養教育と専門教育の適切な配置

等 

＜修士課程、博士課程＞コースワークとリサーチワークを適切に組み合わせた教

育への配慮等 

＜専門職学位課程＞理論教育と実務教育の適切な配置等 

 学生の社会的及び職業的自立を図るために必要な能力を育成する教育の適切な

実施 

教育目標の達成のために必要な科目を開設している。学年の進行に合わせて専門性が高

くなるような体系的配置を行っている (4-3-1)。  

また、学士に相応しいレベルの機械工学の素養が身に付くような教育内容を提供してい

る。現段階ではカリキュラムの中に初年次教育に相当する科目の設置等は行っていない。

入学直後の新入生を対象としたオリエンテーションを通じてスムースに大学生活に移行で

きるよう配慮している。2017 年度はグループワークとして、ピンポン球を飛ばすロボット

の作成と競技会を実施した (4-3-2)。また、キャリア教育として３年生を対象とした工場見

学の実施 (4-3-3)やインターンシップへの参加・報告書の提出をもって単位認定するような

取り組み実施している (4-3-4)。更には、ベトナムのハノイ工科大学での９日間に及ぶグロ

ーバル・プロジェクト・ベースト・ラーニング gPBL を授業科目と取り組み実施している

(4-3-5)。また、公的研究期間や民間企業等との共同研究等の場で社会人との交流の経験を

持たせるような工夫を個々の研究室において行っている。  

 

④  学生の学習を活性化し、効果的に教育を行うための様々な措置を講じているか。 
評価の視点  

 各学部・研究科において授業内外の学生の学習を活性化し効果的に教育を行うた

めの措置 

・各学位課程の特性に応じた単位の実質化を図るための措置（１年間又は学期ご

との履修登録単位数の上限設定等） 

・シラバスの内容（授業の目的、到達目標、学習成果の指標、授業内容及び方法、

授業計画、授業準備のための指示、成績評価方法及び基準等の明示）及び実施（授

業内容とシラバスとの整合性の確保等） 

・学生の主体的参加を促す授業形態、授業内容及び授業方法 

＜学士課程＞ 
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・授業形態に配慮した１授業あたりの学生数 

・適切な履修指導の実施 

＜修士課程、博士課程＞ 

・研究指導計画（研究指導の内容及び方法、年間スケジュール）の明示とそれに

基づく研究指導の実施 

＜専門職学位課程＞ 

・実務的能力の向上を目指した教育方法と学習指導の実施 

教育目標の達成に向けて、講義、演習と実習・実験科目、製図科目等を適切に採用して

いる。実習・実験科目においては、学生と教員との一対一での面接試問を実施しており、

報告書作成やその内容の説明等、技術者としてのコミュニケーションスキルの向上に努め

ている。大変手間のかかる指導方法ではあるが、学生の個性に応じた直接的指導が可能で

あると考えている。演習科目では、学生の主体的な参加を促すような課題設定を行ってい

る。また、履修単位制限を設け (4-4-1)、履修科目の学修内容を着実に身につけられるよう

に配慮している。  

全教員が全ての科目についてシラバスを作成している。毎年見直しを行っている。作成

したシラバスに沿った講義等を実施するよう努めている。  

なお、2017 年 7 月には当学科の留年率あるいは退学率が高めであるとの指摘があった

ため、学科全教員で 1 年次生に対する副担任制を試行的に導入した。これは 1 名の教員が

7-8 名の学生と定期的に面談して学修上の躓きやその他の相談に対応するもので、これが

どのような成果を挙げるかについては今後検証する必要があるが、ここでの知見が最も学

び癖につながる 1 年次前期の指導に活かせるようにすることが重要であると考えられる。

副担任制度では、学科全教員に副担任を割り振ることで、各教員が少人数（２０１７年度

入学生の場合は８名程度）の学生を担当することができた。２０１７年度は、前期に１回、

後期に１回、副担任による面談を行った。特に、大学入学後の初の大型の休暇であるゴー

ルデンウィーク明けの面談では、入学後１カ月経過後の初期の学習状況をチェックすると

ともに、生活ベースの乱れや人間関係など、精神面、生活面における情報収集を行い、問

題がある場合は、担任を含めた複数の教員で対応にあたり、学生相談室等との連携を通し

て学習等のサポートを行った。学生のメリットとしては、本人が気づいていない学習上の

問題点や、相談先がわからない等の悩みについて早い時期に発見できる点が挙げられる。  

 

⑤  成績評価、単位認定及び学位授与を適切に行っているか。  
評価の視点  

 成績評価及び単位認定を適切に行うための措置 
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・単位制度の趣旨に基づく単位認定 

・既修得単位の適切な認定 

・成績評価の客観性、厳格性を担保するための措置 

・卒業・修了要件の明示 

 学位授与を適切に行うための措置 

・学位論文審査がある場合、学位論文審査基準の明示 

・学位審査及び修了認定の客観性及び厳格性を確保するための措置 

・学位授与に係る責任体制及び手続の明示 

・適切な学位授与 

成績の評価方法、基準等は各科目のシラバス (4-5-1)に明記してある。  

 

⑥  学位授与方針に明示した学生の学習成果を適切に把握及び評価しているか。  
評価の視点  

 各学位課程の分野の特性に応じた学習成果を測定するための指標の適切な設定 

 学習成果を把握及び評価するための方法の開発 

≪学習成果の測定方法例≫ 

・アセスメント・テスト 

・ルーブリックを活用した測定 

・学習成果の測定を目的とした学生調査 

・卒業生、就職先への意見聴取 

最終年次に実施している総合研究は、学科における教育の総仕上げとして位置付けられ

ており、与えられた個別知識を身に付けるという受動的な学習から、未解決の課題に自発

的に取り組むという能動的な学習に移行する。総合研究を通じて、自立した学びの姿勢を

習得させることが技術者人材の育成において極めて重要であり、学科全教員で個々の学生

の学習成果を確認することとしている。そのため、総合研究の単位取得をもって学科教育

の完了を判定している。総合研究の単位取得については、学生個々の研究室活動について、

目標の設定、目標に到達するための計画の立案、目標に到達するための取り組み、目標へ

の到達度を指標とし研究室の指導教員を中心に学科全教員で評価している。  

2012 年度から審査にルーブリック (4-6-1)を利用することにした。中間審査（口頭発表）、

ポスター審査（ポスター発表）、最終審査（口頭発表）にルーブリックを利用し、複数の教
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員で審査を行うことにより、客観的な評価を行う試みを始めた。その後も毎年継続して実

施しており、適宜な評価項目等の見直しを行っている。  

当学科のルーブリックでは、指導教員が次の４項目を評価する。  

企画：問題の解決方法を自ら提案し、総合研究テーマとして企画できる。  

立案：手法および研究計画を立案することができる。  

総合：必要な成果物の形で研究成果をまとめることができる。  

継続力：研究計画を自ら再検討し、継続的に実施することができる。  

また、指導教員以外の審査員は次の３項目を評価する。  

実施：研究計画の下で、テーマに応じて、実験や調査、データ分析、数理モデルによる解

析および評価ができる。  

調査：研究の背景、必要性および価値を、適切な調査の上で客観的にまとめることができ

る。  

発表：研究成果を口頭で説明し、討論できる。  

このような内容で評価を行うことを学生には事前に通知し、総合研究の取り組みを通じて、

修得すべき能力を理解してもらうようにしている。今後は、４年間の学修を通じて何が身

に付いたのか、学生の自己評価や卒業生による評価の方法について検討する必要がある。  

 

⑦  教育課程及びその内容、方法の適切性について定期的に点検・評価を行っている

か。また、その結果をもとに改善・向上に向けた取り組みを行っているか。  
評価の視点  

 適切な根拠（資料、情報）に基づく点検・評価 

・学習成果の測定結果の適切な活用 

 点検・評価結果に基づく改善・向上 

各科目で授業アンケートを実施し、教育改善の資料としている。  

 

〈２〉長所・特色  

①機械制御システム学科では、学内外に向けて教育目標がより明確に伝わるような表現に

しており、「最終目標に確実にたどり着くカリキュラム」と題して学科パンフレットとホー

ムページに教育課程の編成・実施方針を明示している．本学科がカバーする専門領域であ

る「システムダイナミクス」「システムデザイン」「エネルギー・環境」の３領域に分けて

履修モデル（修得することが望ましい科目のリスト）を作成し，学科パンフレットとウェ
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ブサイトで紹介している。また、ディプロマポリシーとして、４項目の卒業要件を設定し、

システム理工学部の共通科目および総合科目の学びを通じて「システム思考」、「システム

工学の理論と手法」を修得することが必要であることを示している。これらに加えて専門

科目の知識の修得と総合研究の取り組みを通じ、身につけた知識を活用する能力を修得す

る必要があることを示している。さらに、技術者倫理観を涵養し、システム工学の素養を

身につけた技術者として社会に貢献しうる能力を身につけることを卒業に必要な要件とし

ている．  

②４力を主軸として実験、実習、設計、製図等の科目を配置した専門教育のカリキュラム

を構成し、機械工学の基礎を確実に修得させるという教育目標と整合した教育課程を編成

している。他の機械系学科のカリキュラムとの顕著な違いとして、制御工学 I・ II を必修

科目としている。また、ものづくりにおいて、単に機能の向上のみを目標とせず、もの・

人・環境を総合した新たな価値を生み出すという教育目標の達成のため工業デザインに関

する科目を用意している。  

③教育目標の達成のために必要な科目を開設し、学年の進行に合わせて専門性が高くなる

ような体系的配置を行っている。  

④教育目標の達成に向けて、講義、演習と実習・実験科目、製図科目等を適切に採用して

いる。実習・実験科目においては、学生と教員との一対一での面接試問を実施しており、

報告書作成やその内容の説明等、技術者としてのコミュニケーションスキルの向上に努め

ている。演習科目では、学生の主体的な参加を促すような課題設定を行っている。全教員

が全ての科目についてシラバス見直しを毎年行い、作成したシラバスに沿った講義等を実

施するよう努めている。  

⑤成績の評価方法、基準等は各科目のシラバスに明記している。  

⑥最終年次に実施している総合研究を学科における教育の総仕上げとして位置付け、総合

研究を通じて、自立した学びの姿勢を習得させ、学科全教員で個々の学生の学習成果を確

認することとしている。総合研究の単位取得については、学生個々の研究室活動について、

目標の設定、目標に到達するための計画の立案、目標に到達するための取り組み、目標へ

の到達度を指標とし研究室の指導教員を中心に学科全教員で評価している。審査にはルー

ブリックを利用し、中間審査（口頭発表）、ポスター審査（ポスター発表）、最終審査（口

頭発表）において、複数の教員で審査を行い客観的な評価を行っている。  

⑦各科目で授業アンケートを実施し、教育改善の資料としている。  

 

〈３〉問題点  
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①教育目標と学位授与方針との間に整合性はあるが、対応関係にわかりにくい点があるの

で検討を要する。教育目標と学位授与方針との対応をわかりやすく整理する。  

②機械系の技術者に必要な専門知識は従来から大きく変化しているわけではないため，専

門科目群の構成は従来から大きく変更されていないため、今後の社会変化を継続調査する

必要がある。  

③数学や物理学のような基礎科目と専門科目との関係について十分にまとまっていない。

数理系の基礎教育や教養教育と専門教育との関係性・位置づけについて検討する必要があ

る。  

④学生を主体とするアクティブラーニングの導入をより一層進めていく必要がある。  

⑤現状で特に問題はないので現状を維持する。  

⑥学科としては卒業生、就職先への意見聴取を今後取り組む必要がある。  

⑦教育内容・方法の改善について組織的な検討は行っていない。学科内で各科目の講義の

内容は実施形態等について情報共有を進めながら、教育内容・方法の改善について検討す

る。  

 

〈４〉全体のまとめ  

機械制御システム学科では、学内外に向けて教育目標がより明確に伝わるような表現に

しており、「最終目標に確実にたどり着くカリキュラム」と題して本学科がカバーする専門

領域である「システムダイナミクス」「システムデザイン」「エネルギー・環境」の３領域

に分けて履修モデル（修得することが望ましい科目のリスト）を作成し，学科パンフレッ

トとウェブサイトで紹介している。また、ディプロマポリシーとして、４項目の卒業要件

を設定し、システム理工学部の共通科目および総合科目の学びを通じて「システム思考」、

「システム工学の理論と手法」を修得することが必要であることを示している。これらに

加えて専門科目の知識の修得と総合研究の取り組みを通じ、身につけた知識を活用する能

力を修得する必要があることを示している。さらに、技術者倫理観を涵養し、システム工

学の素養を身につけた技術者として社会に貢献しうる能力を身につけることを卒業に必要

な要件としている．  

４力を主軸として実験、実習、設計、製図等の科目を配置した専門教育のカリキュラム

を構成し、機械工学の基礎を確実に修得させるという教育目標と整合した教育課程を編成

している。他の機械系学科のカリキュラムとの顕著な違いとして、制御工学 I・ II を必修

科目としている。また、ものづくりにおいて、単に機能の向上のみを目標とせず、もの・
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人・環境を総合した新たな価値を生み出すという教育目標の達成のため工業デザインに関

する科目を用意している。  

教育目標の達成に向けて、講義、演習と実習・実験科目、製図科目等を適切に採用して

いる。実習・実験科目においては、学生と教員との一対一での面接試問を実施しており、

報告書作成やその内容の説明等、技術者としてのコミュニケーションスキルの向上に努め

ている。演習科目では、学生の主体的な参加を促すような課題設定を行っている。全教員

が全ての科目についてシラバス見直しを毎年行い、作成したシラバスに沿った講義等を実

施するよう努めている。そして、各科目で授業アンケートを実施し、教育改善の資料とし

ている。  

最終年次に実施している総合研究を学科における教育の総仕上げとして位置付け、総合

研究を通じて、自立した学びの姿勢を習得させ、学科全教員で個々の学生の学習成果を確

認することとしている。総合研究の単位取得については、学生個々の研究室活動について、

目標の設定、目標に到達するための計画の立案、目標に到達するための取り組み、目標へ

の到達度を指標とし研究室の指導教員を中心に学科全教員で評価している。審査にはルー

ブリックを利用し、中間審査（口頭発表）、ポスター審査（ポスター発表）、最終審査（口

頭発表）において、複数の教員で審査を行い客観的な評価を行っている。  

 

〈５〉根拠資料一覧  

 (4-1-1)http://www.shibaura-

it.ac.jp/faculty/systems_engineering_and_science/machinery_and_control_syst

ems/index.html 

 (4-1-2)機械制御システム学科パンフレット 4-1-2.pdf 

 (4-1-3) http://web.se.shibaura-it.ac.jp/qsys/03.html 

 (4-1-4) http://syllabus.sic.shibaura-it.ac.jp/preliminary/sys/2017.pdf 

 (4-1-5)http://www.shibaura-

it.ac.jp/faculty/systems_engineering_and_science/machinery_and_control_syst

ems/policy.html 

 (4-1-6) http://syllabus.sic.shibaura-it.ac.jp/syllabus/2017/MatrixQ00342A.html 

 (4-2-1) http://syllabus.sic.shibaura-it.ac.jp/syllabus/2017/MatrixQ00342A.html  
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 (4-2-2)http://www.shibaura-

it.ac.jp/faculty/systems_engineering_and_science/machinery_and_control_syst

ems/policy.html 

 (4-3-1)http://www.shibaura-

it.ac.jp/faculty/systems_engineering_and_science/machinery_and_control_syst

ems/campus_life.html 

 (4-3-2)新入生オリエンテーションの説明文書 4-3-2.pdf 

 (4-3-3)工場見学実施要領 4-3-3.pdf 

 (4-3-4)「エンジニアリング・プラクティス」のシラバス  

http://syllabus.sic.shibaura-

it.ac.jp/syllabus/2017/sys/93689.html?y=2017&g=Q00&c=B 

 (4-3-5) http://www.shibaura-it.ac.jp/news/2016/40160018.html 

 (4-4-1) http://syllabus.sic.shibaura-it.ac.jp/preliminary/sys/2017.pdf (31 ペ ー

ジ ) 

 (4-5-1) http://syllabus.sic.shibaura-it.ac.jp/syllabus/2017/MatrixQ00342A.html 

 (4-6-1)2017 年度ルーブリック 4-6-1.pdf 
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第 5 章  学生の受け入れ  

〈１〉現状説明  

①  学生の受け入れ方針を定め、公表しているか。  
評価の視点  

 学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針を踏まえた学生の受け入れ方針の適

切な設定及び公表 

 下記内容を踏まえた学生の受け入れ方針の設定 

・入学前の学習歴、学力水準、能力等の求める学生像 

・入学希望者に求める水準等の判定方法 

アドミッションポリシーとして、学科の求める学生像を以下の通りに明示している (5-1-

1)。  

■人と地球にやさしい豊かな社会の実現に強い関心と意欲をもち、国際的視点に立った研

究者・技術者をめざす人  

■伝統的な基礎科学をベースとした機械工学にさまざまな先端技術分野を組み合わせた新

しい「ものづくり」に積極的に挑戦する人  

■誠実な人間性、倫理観と適切なコミュニケーション能力を持ち、科学技術にかかわる者

として良識ある行動のできる人  

■機械制御システム学科の教育・研究環境を十分に活用して、より高いレベルの勉強に自

主的に取り組むことができる人  

■数学、物理学、情報処理などの基礎的科目と機械工学系専門科目を学ぶために必要とな

る基礎学力を身につけている、あるいは、これらの科目を学ぼうとする強い意志を持って

いる人  

また、高校段階で習得しておくべき科目の指定を学科独自に行っていない。入試要項に試

験科目が示されているのみである。なお、障がいのある学生の受け入れについては、学科

会議の中で意見交換を行った程度であり、現在までに受け入れ指針について踏み込んだ検

討は行っていない。  

 

②  学生の受け入れ方針に基づき、学生募集及び入学者選抜の制度や運営体制を適切

に整備し、入学者選抜を公正に実施しているか。  
評価の視点  

 学生の受け入れ方針に基づく学生募集方法及び入学者選抜制度の適切な設定 
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 入試委員会等、責任所在を明確にした入学者選抜実施のための体制の適切な整備 

 公正な入学者選抜の実施 

 入学を希望する者への合理的な配慮に基づく公平な入学者選抜の実施 

一般入試、大学入試センター試験、指定校推薦については、学科の独自色を持たせるよ

うな特別な工夫は行っていない。ただし、受験科目の一つである理科については、機械系

学科であることを考慮して、物理と化学を指定している。  

ＡＯ入試 (5-2-1)では、本学科が求める学生像に合致し、志望理由や入学後の構想、将来

の目標が明確であり、それらの実現に強い意欲と情熱を持って自立的に取り組める個性豊

かな人材を募集している。科学技術に関する素養としての数学と物理・化学の基礎知識、

コミュニケーション能力、学問への意欲、熱意を評価するとともに、ものづくりに関わる

簡単な実技を実施して学科への適性を評価するような特色ある選抜を実施している。  

入学者選抜の際の合否判定は、学科が選出する代表者（複数）により実施している。代表

者は毎年交替しているが、選抜基準などの適切な引継を考慮し、全員が交替するのではな

く、半数程度の交替を行っている。  

 

③  適切な定員を設定して学生の受け入れを行うとともに、在籍学生数を収容定員に

基づき適正に管理しているか。  
評価の視点  

 入学定員及び収容定員の適切な設定と在籍学生数の管理 

＜学士課程＞ 

・入学定員に対する入学者数比率 

・編入学定員に対する編入学生数比率 

・収容定員に対する在籍学生数比率 

・収容定員に対する在籍学生数の過剰又は未充足に関する対応 

＜修士課程、博士課程、専門職学位課程＞ 

・収容定員に対する在籍学生数比率 

2017 年度の在籍者数と定員超過率（＝在籍学生数／収容定員）は、370／330＝1.12 と

なり、在籍者数は適切であるといえる。  

取得単位数の不足により３年時から４年時への進級の段階で留年が毎年発生するため、

３年生は定員超過になることがある（2017 年度は定員 80 名に対して３年生の在籍者が

107 名）。留年者への対応については、４年生の担任の教員からの報告を受けて学科会議で

議論を行っているが、安直な救済措置による教育水準や教育効果の低下を抑制するために、
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特別な事情の無い限りは追試などを行わないことを基本的な合意としている。留年者の発

生による定員超過を回避することを目的とした取り組みについては検討を行っていない。  

現在の在籍学生数は適切である。2017 年度から定員が 80 名から 90 名に増員されたが、

定員超過が生じないように学生数を管理する。  

 

④  学生の受け入れの適切性について定期的に点検・評価を行っているか。また、そ

の結果をもとに改善・向上に向けた取り組みを行っているか。  
評価の視点  

 適切な根拠（資料、情報）に基づく点検・評価 

 点検・評価結果に基づく改善・向上 

実際に入学してくる学生の資質が、アドミッションポリシーに掲げた「求める学生像」

に一致しているかは、それを評価する指標がなく、評価できる段階にない。ただし、AO 入

試については、面接により多くの時間をかけ、より一層慎重に審査を行うこととしたこと

から、求める学生像に近い学生の受入が実現できていると考えている。  

学生による教育評価アンケートの集計結果 (5-4-1)によれば、教育および学生生活の両面で

学生の回答は概ね良好であり、学生の受け入れは適正に行われていると考えている。  

 

２〉長所・特色  

①アドミッションポリシーとして学科の求める下記 5 項目を学生像として公開している。 

(1)人と地球にやさしい豊かな社会の実現に強い関心と意欲をもち、国際的視点に立った研

究者・技術者をめざす人  

(2)伝統的な基礎科学をベースとした機械工学にさまざまな先端技術分野を組み合わせた

新しい「ものづくり」に積極的に挑戦する人  

(3)誠実な人間性、倫理観と適切なコミュニケーション能力を持ち、科学技術にかかわる者

として良識ある行動のできる人  

(4)機械制御システム学科の教育・研究環境を十分に活用して、より高いレベルの勉強に自

主的に取り組むことができる人  

(5)数学、物理学、情報処理などの基礎的科目と機械工学系専門科目を学ぶために必要とな

る基礎学力を身につけている、あるいは、これらの科目を学ぼうとする強い意志を持って

いる人  
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②受験科目の理科については、機械系学科であることを考慮して、物理と化学を指定して

いる。ＡＯ入試では、本学科が求める学生像に合致し、志望理由や入学後の構想、将来の

目標が明確であり、それらの実現に強い意欲と情熱を持って自立的に取り組める個性豊か

な人材を募集している。科学技術に関する素養としての数学と物理・化学の基礎知識、コ

ミュニケーション能力、学問への意欲、熱意を評価するとともに、ものづくりに関わる簡

単な実技を実施して学科への適性を評価するような特色ある選抜を実施している。  

③2017 年度の在籍者数と定員超過率（＝在籍学生数／収容定員）は、370／330＝1.12 と

なり、在籍者数は適切であるといえる。取得単位数の不足により３年時から４年時への進

級の段階で留年が毎年発生するため、３年生は定員超過になることがある（2017 年度は定

員 80 名に対して３年生の在籍者が 107 名）。留年者への対応については、４年生の担任の

教員からの報告を受けて学科会議で議論を行っているが、安直な救済措置による教育水準

や教育効果の低下を抑制するために、特別な事情の無い限りは追試などを行わないことを

基本的な合意としている。留年者の発生による定員超過を回避することを目的とした取り

組みについては検討を行っていない。  

④AO 入試については、面接により多くの時間をかけ、より一層慎重に審査を行うことと

したことから、求める学生像に近い学生の受入が実現できていると考えている。学生によ

る教育評価アンケートの集計結果によれば、教育および学生生活の両面で学生の回答は概

ね良好であり、学生の受け入れは適正に行われている。  

 

〈３〉問題点  

①入学にあたり修得しておくべき知識等の内容・水準の明示について検討する。障がいの

ある学生の受け入れ方針について検討する。  

②適切な学生募集と入学者選抜が行われている。現状を維持する。  

③現在の在籍学生数は適切である。2017 年度の変更においても、定員超過が生じないよう

に学生数を管理する。  

④卒業の際の学生のアンケート結果を通じて、入学者選抜が適切に行われていることを確

認している。学科独自に満足度の評価を行う必要があるか検討する。  

 

〈４〉全体のまとめ  

アドミッションポリシーとして学科の求める学生像として公開している。  
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受験科目の理科については、機械系学科であることを考慮して、物理と化学を指定して

いる。ＡＯ入試では、本学科が求める学生像に合致し、志望理由や入学後の構想、将来の

目標が明確であり、それらの実現に強い意欲と情熱を持って自立的に取り組める個性豊か

な人材を募集している。AO 入試の面接により多くの時間をかけ、より一層慎重に審査を

行うこととしたことから、求める学生像に近い学生の受入が実現できている。  

科学技術に関する素養としての数学と物理・化学の基礎知識、コミュニケーション能力、

学問への意欲、熱意を評価するとともに、ものづくりに関わる簡単な実技を実施して学科

への適性を評価するような特色ある選抜を実施している。  

2017 年度の在籍者数と定員超過率（＝在籍学生数／収容定員）は、370／330＝1.12 と

なり、在籍者数は適切であるといえる。取得単位数の不足により３年時から４年時への進

級の段階で留年が毎年発生するため、３年生は定員超過になることがある（2017 年度は定

員 80 名に対して３年生の在籍者が 107 名）。留年者への対応については、４年生の担任の

教員からの報告を受けて学科会議で議論を行っているが、安直な救済措置による教育水準

や教育効果の低下を抑制するために、特別な事情の無い限りは追試などを行わないことを

基本的な合意としている。留年者の発生による定員超過を回避することを目的とした取り

組みについては検討を行っていないが、４章④で述べた副担任制度を開始したため、１年

次からの学生のフォロー体制はより個々の学生の事情を考慮することになるため、今後の

改善が望まれる。  

 

〈５〉根拠資料一覧  

 (5-1-1)http://www.shibaura-

it.ac.jp/faculty/systems_engineering_and_science/machinery_and_control_syst

ems/policy.html 

 (5-2-1)http://www.shibaura-it.ac.jp/examinee/special_exam/r7u3rf0000002vnk-

att/r7u3rf0000004qm3.pdf  (9-10 ページ ) 

 (5-4-1) システム理工学部主任会議 -20170609 別添資料 5-4-1.pdf 
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第 7 章  教員・教員組織  

〈１〉現状説明  

①  大学の理念・目的に基づき、大学として求める教員像や各学部･研究科等の教

員組織の編制に関する方針を明示しているか。  
評価の視点  

 大学として求める教員像の設定 

・各学位課程における専門分野に関する能力、教育に対する姿勢等 

 各学部・研究科等の教員組織の編制に関する方針（各教員の役割、連携のあり方、

教育研究に係る責任所在の明確化等）の適切な明示 

学科として求める教員像を具体的には定めていないが、専任教員の募集に際しては、応

募資格として次の条件を提示している (7-1-1)。これが実質的に教員に求める能力・資質に

相当するものである。  

(1) 専門分野で博士号を有すること、または同等以上の実績を有すること。  

(2) 専門分野に精通していることはもとより、システム工学に造詣が深く、学部理念にも

とづく実践的な教育を行えること。  

(3) 最先端の研究活動に従事し、大学院課程の研究指導ができること。  

(4) 英語での講義が可能であること。  

(5) 地域への貢献、大学運営および各種業務に積極的に取り組めること。  

(6) 本学の教育理念に深い理解があること。  

教員組織の編成についても、そのようなかたちで具体的に定めているわけではないが、現

在の教員組織の構成は対外的にも明確にされており (7-1-2)、学科がカバーする専門領域 (7-

1-3)も明確に定まっていることから、欠員が生じた分野の教員を補充するという方式で教

員組織を維持している。  

 

②  教員組織の編制に関する方針に基づき、教育研究活動を展開するため、適切に教

員組織を編制しているか。  
評価の視点  

 大学全体及び学部・研究科等ごとの専任教員数 

 適切な教員組織編制のための措置 

・教育上主要と認められる授業科目における専任教員（教授、准教授又は助教）

の適正な配置 
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・研究科担当教員の資格の明確化と適正な配置 

・各学位課程の目的に即した教員配置（国際性、男女比等も含む） 

・教員の授業担当負担への適切な配慮 

・バランスのとれた年齢構成に配慮した教員配置 

 学士課程における教養教育の運営体制 

当学科は従来の分類では機械工学に属する学科であることから、機械工学の基礎を確実

に教育できる教員組織を構成している。これに加えて、システム理工学部に所属する学科

であることから、学部共通の物理学、社会学、工学英語の教育を担う教員が在籍している

(7-2-1)。  

 

③  教員の募集、採用、昇任等を適切に行っているか。  
評価の視点  

 教員の職位（教授、准教授、助教等）ごとの募集、採用、昇任等に関する基準及

び手続の設定と規程の整備 

 規程に沿った教員の募集、採用、昇任等の実施 

教員の募集に際しては、専門分野および担当科目を明示し、それに関する教育・研究を

遂行できる人物の採用を行っている。教員の退職に合わせた補充であることが大半である

ため、退職する教員の担当科目を引き継いで担当する能力を有していることが新規採用の

基本的な条件であり、可能ならばより専門性の高い新規科目を設置して選択科目の幅を拡

げている。このことは規定のようなかたちで明文化していないが、学科教員は共通の認識

を持っている。教員の新規採用の際には、専門分野と担当科目を学科会議の場で確認して

いる。昇格については大学の規定に則って進めている。  

 

④  ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）活動を組織的かつ多面的に実施し、

教員の資質向上及び教員組織の改善・向上につなげているか。  
評価の視点  

 ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）活動の組織的な実施 

 教員の教育活動、研究活動、社会活動等の評価とその結果の活用 

大学主催のファカルティ・ディベロプメントには全教員が積極的に参加するようにして

いる。特に、入所４年未満対象の私学連盟主催の新任教員ＦＤ推進ワークショップには該

当教員が出席し、教員の資質向上に努めている。  
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⑤  教員組織の適切性について定期的に点検・評価を行っているか。また、その結果

をもとに改善・向上に向けた取り組みを行っているか。  
評価の視点  

 適切な根拠（資料、情報）に基づく点検・評価 

 点検・評価結果に基づく改善・向上 

教員の業績評価システムが運用されており、各教員が教育・研究の目標を設定し、その

達成に向けた取り組みを推進している。また、学部で実施している授業アンケートには全

教員が参加しており、アンケート結果を受けた授業改善の努力を日常的に行っている。  

 

２〉長所・特色  

①教員に求める能力・資質を下記のように明確化している。  

(1) 専門分野で博士号を有すること、または同等以上の実績を有すること。  

(2) 専門分野に精通していることはもとより、システム工学に造詣が深く、学部理念にも

とづく実践的な教育を行えること。  

(3) 最先端の研究活動に従事し、大学院課程の研究指導ができること。  

(4) 英語での講義が可能であること。  

(5) 地域への貢献、大学運営および各種業務に積極的に取り組めること。  

(6) 本学の教育理念に深い理解があること。  

②機械工学の基礎を確実に教育できる教員組織を構成し、かつ、学部共通の物理学、社会

学、工学英語の教育を担う教員が在籍している。  

③退職する教員の担当科目を引き継いで担当する能力を有していることが新規採用の基本

的な条件であり、より専門性の高い新規科目を設置して選択科目の幅を拡げている。  

④大学主催のファカルティ・ディベロプメントには全教員が積極的に参加し、入所４年未

満対象の私学連盟主催の新任教員ＦＤ推進ワークショップには該当教員が出席し、教員の

資質向上に努めている。  

⑤教員の業績評価システムが運用されており、各教員が教育・研究の目標を設定し、その

達成に向けた取り組みを推進し、学部で実施している授業アンケートには全教員が参加し

て、アンケート結果を受けた授業改善の努力を日常的に行っている。  

 

〈３〉問題点  
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①教員の組織的な連携体制と教育研究に係る責任の所在の明確化についての検討が十分に

行われていない。教員の組織的な連携体制に求められる条件や教育研究に係る責任の所在

をどのように定めるかという点を検討する。  

②授業科目と担当教員の適合性を判断する仕組みについては未検討であり、授業科目と担

当教員の適合性の評価方法について検討する必要がある。  

③教員の募集・採用・昇格は適切に行われているが、学科として教員人事についての規定

は持っていない。学科として教員人事についての規定を作成しておく必要があるか検討す

る。  

④FD の有効性をどのように評価すべきかについては検討を要する。  

⑤各教員が教育研究活動の点検・評価を行っているが、組織自体の適切性については今後

取り組む必要がある。  

 

〈４〉全体のまとめ  

①教員に求める能力・資質を明確化している。  

②機械工学の基礎、学部共通の物理学、社会学、工学英語の教員組織を構成している。  

③新規採用時に、より専門性の高い新規科目を設置して選択科目の幅を拡げている。  

④大学主催のファカルティ・ディベロプメントに全教員が積極的に参加している。  

⑤教員の業績評価システム、授業アンケートに全教員が参加し改善の努力を日常的に行っ

ている。  

 

〈５〉根拠資料一覧  

 (7-1-1) 教員公募書類の例（2015 年度工業デザイン分野）7-1-1.pdf 

 (7-1-2) 教員（研究室）の構成 http://web.se.shibaura-it.ac.jp/qsys/04.html 

 (7-1-3)専門領域の構成 http://web.se.shibaura-it.ac.jp/qsys/03.html 

 (7-2-1) 教員（研究室）の構成 http://web.se.shibaura-it.ac.jp/qsys/04.html 
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